
（１）                 上 志 津 原 た よ り              

・
訃
報

書
式
７
、
8
、
９

・
転
出
入
届

書
式
10

・
街
灯
修
理
等
依
頼
書

書
式
11

柱
番
号
・
地
図
を
記
入
の
事
。

担
当
：
大
内
副
会
長
。

※
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
市
の
所
管
課

が
異
な
る
の
で
、
環
境
衛
生
部
の

池
田
さ
ん
に
連
絡
の
事
。

・
要
望
書

書
式
12
。
見
上
さ
ん
へ
。

・
経
費
利
用
明
細

書
式
13

班
長
会
議
開
催
時
に
会
計
で
精
算
。

・
町
会
員
台
帳

書
式
14

新
会
員
。
家
族
構
成
な
ど
、
町
会

運
営
の
た
め
に
必
要
な
の
で
な
る

べ
く
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
に
。

・
上
志
津
原
町
会
員
名
簿

書
式
15

前
年
度
班
長
さ
ん
よ
り
引
き
継
ぐ
。

②
防
災
保
管
庫
建
設
報
告

・
費
用
約
30
万
円
、
修
繕
積
立
金
か
ら

支
出
す
る
こ
と
を
了
承
。

③
自
治
会
館
利
用
予
約
に
つ
い
て

④
各
部
等
報
告

・
環
境
衛
生
係

配
布
物
３
部(

上
志
津

原
全
図
・
遊
歩
道
掃
除
当
番
表
・
ト
イ

レ
掃
除
当

番
表)

※
ト
イ
レ

当
番
は
忘

れ
な
い
で
、

き
れ
い
に

す
る
こ
と
。

■
記
録

文
書
係

平
成
22
年
度

第
１
回
班
長
会
議

 
 
 

４
月
３
日
午
後
７
時
、
欠
席
１
名

 
 

陪
席
者
＝
前
町
会
総
務
・
萩
庭
、

自
治
会
館
・
我
妻
、
子
供
会
・

坂
本
、
ま
ち
づ
く
り
・
中
山

０
、
連
絡
事
項

①
自
治
会
館
＝
町
会
行
事
の
予
約
に
つ
い

て
。

②
子
ど
も
会
＝
４
月
25
日
、
新
入
生
歓

迎
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
．

町
会
長
挨
拶

２
．

審
議
事
項

①
平
成
22
年
度
事
業
計
画
、
予
算
の
総
会

付
議
案
件
に
つ
い
て
。

②
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
つ
い
て
。

・
５
月
16
日(

日)

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

・
予
備
日
、
5
月
23
日(

日)

・
当
日
の
役
割
分
担
は
次
回
。

・
回
覧
で
参
加
者
を
把
握
。
次
回
班
長
会

議
で
回
収
。

③
緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て

・
班
長
、
役
員
調
書
の
作
成
及
び
提
出
。

④
当
面
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
年
間
行
事
は
、
な
る
べ
く
全
員
出
席
す

る
こ
と
。

３
．

報
告
事
項

①
班
長
必
携
周
知

（
年
度
は
じ
め
な
の
で
班
長
事
務
の
手

引
き
・
届
出
の
書
式
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。）

・
町
会
費
集
金

書
式
５
、
６

３
ヶ
月
が
標
準
だ
が
６
ヶ
月
、
12
ヶ

月
等
一
括
集
金
も
。

上志津原
たより

第３５８号

新町会長に大内 茂さん就任

上志津原町会は４月４日、上志津原自治会館（原トピア）で平成21年度の定期総会を開催

しました。会議は議長に泉 友美さんを選出し、平成21年度事業及び決算報告、監査報告、平

成22年度事業計画及び予算について審議、平成22年度の役員人事では新班長さんが紹介され

たほか、新町会長には推薦委員会・班長会議から推薦された大内 茂さんを承認しました。

平成２２年５月８日発行

会
議
は
町
会
総
務
・
萩
庭
さ
ん
の
司
会
で

始
ま
り
、
ま
ず
町
会
長
の
池
田
さ
ん
が
任
期

満
了
お
礼
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
３
月
31
日
現
在
の
会
員
数
が
７

７
８
世
帯
の
中
、
出
席
が
６
７
名
、
委
任
状

３
９
８
名
の
計
４
６
５
名
の
過
半
数
で
成
立

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
議
長

の
ほ
か
書
記
に
は
秋
山
さ
ん
、
高
松
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
会
長
の
活
動
と
は

町
会
の
事
業
報
告
以
外
の
活
動
報
告
に
つ

い
て
「
池
田
町
会
長
は
こ
れ
を
す
べ
て
ひ
と
り

で
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
、「
え
え
、
す
べ
て
や
り
ま
し
た
。」

と
い
う
答
が
あ
り
、
皆
が
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
活
動
内
容
と
は
、
例
え
ば
小
中
学
校
の

入
学
式
の
よ
う
な
行
事
へ
の
出
席
を
は
じ
め
、

地
区
代
表
者
会
議
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
へ

町
会
長
と
し
て
の
出
席
が
た
く
さ
ん
求
め
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
、
本
当
に
大
変
な
二
年
間
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
池
田
会
長
か
ら
は
か
ね
て
県
や
市
、

警
察
に
要
請
し
て
い
た
上
志
津
原
十
字
路
の

交
通
渋
滞
緩
和
対
策
等
が
ど
う
な
っ
た
か
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
２
頁
に
掲
載
し

ま
し
た
。

■
予
算
、
大
丈
夫
で
す
か
？

第
２
号
議
案
の
平
成
22
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
に
つ
い
て
は
「
運
動
会
予
算
が
前
年
度

の
支
出
よ
り
少
な
い
が
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と

い
う
質
問
が
あ
り
、「
21
年
度
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
で
の
消
毒
液
の
購
入

第
１
号
議
案
の
平
成
21

年
度
事
業
及
び
決
算
報
告

で
は
町
会
の
活
動
報
告
や

会
計
報
告
の
ほ
か
、
グ
ラ
ン

ド
運
営
委
員
会
、
自
治
会
館

運
営
委
員
会
、
上
志
津
原
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
事
業

及
び
会
計
報
告
も
な
さ
れ

ま
し
た
。

■
熱
心
な
質
疑
が
…

質
疑
で
は
ま
ず
街
灯
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
「
白
熱

灯
、
蛍
光
灯
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ど

れ
を
使
用
し
て
い
ま
す
か
、

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
の
予
定

は
あ
り
ま
す
か
」
と
の
質
問

が
あ
り
、「
現
在
使
用
し
て

い
る
の
は
蛍
光
灯
で
す
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
す
れ
ば
維
持
費
が

安
く
な
る
と
い
う
ご
意
見

だ
と
思
い
ま
す
が
、
移
行
の

た
め
の
費
用
は
膨
大
で
現

時
点
で
は
無
理
で
す
。
ま
た

こ
れ
は
行
政
が
関
わ
る
話

で
も
あ
り
、
将
来
的
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
移
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ

ろ
分
か
り
ま
せ
ん
。」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
決
算
報
告
で

の
項
目
の
扱
い
方
に
つ
い

て
町
会
会
計
、
自
治
会
館
運
営
会
計
な
ど
で
ご

指
摘
や
ご
意
見
が
あ
り
、「
記
載
方
法
に
つ
い

て
は
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
、
以
後
適
正
に
対

な
ど
予
期
し
な
か
っ
た
支
出
が
あ
り
、
予
算

を
超
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
運
動
会
の
参

加
者
は
年
々
増
え
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、

予
算
は
賞
品
代
な
ど
の
や
り
く
り
で
大
変
厳

し
い
の
で
す
が
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
。」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
熱
心
な
審
議
を
経
て
、
議
案

は
す
べ
て
、
め
で
た
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

発行 上志津原町会
発行責任者 町会長 大内 茂

処
し
て
い

き
ま
す
。」

と
の
回
答

が
あ
り
ま

し
た
。

会
計
監

査
報
告
は

長
野
紀
子

さ
ん
と
岩

田
良
子
さ

ん
が
行
い

ま
し
た
。

平成21年度上志津原町会定期総会開かれる



平
成
二
十
二
年
度

町
会
長
新
任
の
挨
拶

 
 
 

 
 

町
会
長

大
内 

 

茂

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
度

上
志
津
原
町
会
の
会

長
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
、
八
紘
苑
下
の
大

内
茂
で
ご
ざ
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
不
手
際
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し
た
か
ら
に
は
、

一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
年
上
志
津
原
に
お
い
て
も
、
新
し
い

住
民
が
増
え
、
世
代
交
代
が
確
実
に
き
て

い
ま
す
。
一
方
で
は
、
限
界
住
民
の
班
や

一
人
暮
し
の
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
も
近
く
の

他
人
」
と
い
い
ま
す
よ
う
に
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や
は
り
隣

人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
隣
は
何
を
す

る
人
ぞ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
関
心
を
持

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
会
の
皆
さ
ん
、
各
役
員

の
方
と
一
緒
に
上
志
津
原
が
よ
り
い
っ
そ

う
住
み
よ
い
町
と
な
り
、
そ
し
て
町
会
が

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第３５８号              上 志 津 原 た よ り                   （２）

り
ま
し
た
。

作
業
を
し
た
の
は
町
会
の
班
長
さ
ん
、
Ｃ
ｏ

Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
の
方
、
会
館
委
員
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
、
回
覧
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
で
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
な
ど
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
大

工
の
本
名
甲
一
さ
ん
、
高
橋
重
巳
さ
ん
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
建
築
し
ま
し
た
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
や
材
木
な
ど
資
材
は
購
入
し

ま
し
た
が
、
建
材
の
外
壁
は
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ

松
本
さ
ん
の
勤
務
先
・
日
新
総
合
建
材
㈱
さ
ん

が
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
保
管
庫
は
、
町
の
チ
カ
ラ
、
み
ん

な
の
チ
カ
ラ
で
、
３
月
28
日
完
成
し
ま
し
た
。

児
童
の
登
下
校
と

地
域
の
安
全
推
進
検
討
会
開
催
さ
れ
る

３
月
20
日
、
原
ト
ピ
ア
で
表
記
の
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
会
と
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
呼
び
掛
け
で
、
町
会
総
務
（
当
時
）
で
あ
り
、

は
ら
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
・
イ
ベ
ン
ト
部
会
長
の

萩
庭
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
町
の
安
全
を
図

る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
立
ち
上
げ
や
、
当
面
、

原
か
ら
２
名
し
か
出
て
い
な
い
ス
ク
ー
ル
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
補
強
を
目
指
し
ま
す
。

交
通
渋
滞
緩
和
対
策
な
ど

県
や
市
へ
の
要
望
は
ど
う
な
った
か

 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
町
会
長
が
町
会
総
会
で
報
告

町
会
行
事
用
品
、市
民
協
働
事
業

の
備
品
、防
災
備
品
等
を
収
納
す
る

た
め
、
自
治
会
館
運
営
委
員
会
（
委

員
長
・
藤
谷
良
弘
）
は
市
の
都
市
公

園
専
用
許
可
を
得
て
上
志
津
原
児

童
公
園
の
西
端
に
保
管
庫
を
つ
く

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

大
好
評

花
の
名
所
、上
志
津
原
ふ
れ
あ
い
通
り
の
さ
く

ら
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。は
ら
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ

く
ら
ぶ
イ
ベ
ン
ト
部
会
（
部
長
・
萩
庭
一
彦
））

が
演
出
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
努
力
が
見
事
に
実
っ
た

保
管
庫
が
完
成

大内町会長プロフィール

・出身地 茨城県ひたちなか市 昭和
41年上志津原へ転入（八紘苑下） お
ふたりのお子様は独立され、現在、
奥様とおふたりでお暮らしです。

・経歴 平成１９年度町会長
・現在 上志津原まちづくり委員、佐
倉市社会福祉協議会原ブロック福祉
委員、上志津原旅行会会長

・趣味 野球、キングスターズ所属、
公式審判員としても活躍中

町のチカラ  町民のチカラ

池田町会長挨拶<行政等に対する要望結果について>
平成20年８月25日付で行政に対し、上志津原十字路渋滞緩和策等に

ついて、要望書を提出しておりましたが、次のとおり回答がありました。

○県に対する確認結果

上志津原十字路周辺の交通渋滞等については、十分理解しており、

対処の必要性も認めています。しかし、莫大な予算が必要なことか

ら、早急に対応できない状況にあり、将来に向けて、さらに検討を

進めていきたい、とのことでした。

○佐倉警察署に対する確認結果

   昨年９月より、県・市・警察の三者合同で実地調査を行い、平成

22年１月７日には、午前７時～８時の１時間、信号機新設場所（上

志津原十字路から北へ約200メートル）において、交通量調査を実

施しました。調査の結果、市道の通過車両は約５０台と、幹線道路

の通過車両は頻繁にあったものの横断歩道者は２名のみであり、横

断歩行者数が少ないことなどから、信号機新設はできない、との回

答がありました。

   今後の推移を見ていくとのことでしたが、当面の安全確保のため、

   ・横断旗を新設常備

   ・横断歩道直近の歩道の一部を拡幅整備する

  ・ｸﾞﾗﾝﾄﾞ側の市道の一部を拡幅し、歩道を併設して舗装整備する

とのことでした。

なお、交通量の調査結果は実態と異なっていたので、再調査をお願い

しました。                      以上

池
田
町
会
長
は
二
年
間
の
任
期
を
終
え

る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
重
要
課
題
と
し
て

任
期
中
に
取
り
組
ん
だ
上
志
津
原
十
字
路

渋
滞
対
策
等
に
つ
い
て
、
県
や
市
、
警
察

に
要
望
書
を
提
出
し
て
改
善
を
促
し
て
い

た
こ
と
が
ど
う
な
っ
た
か
、
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
上
志
津
原
十
字
路

の
渋
滞
を
解
消
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
県

も
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
確

認
、
莫
大
な
予
算
が
必
要
な
の
で
将
来
に

向
け
て
検
討
を
す
す
め
て
い
く
、
と
い
う

回
答
を
え
た
、
と
報
告
。

旧
ゴ
ル
フ
練
習
場
下
の
横
断
歩
道

は
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
の
で
信
号

を
、
と
い
う
要
望
に
つ
い
て
は
交
通
量

調
査
の
結
果
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
歩
道
の
整
備
な
ど
を
約
束
し
て

く
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

従
来
の
町
会
長
一
年
交
代
制
の
時

代
に
は
複
数
年
に
関
わ
る
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
池
田
町
会
長
は
こ
う
し
た
課
題
に

も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４月４日の町会定期総会の席上で、こ

の問題に取り組んでいる萩庭さんが

呼び掛けたところ、数名の方からご協

力のお申し出をいただきました。４月

17日現在、対策は進み始めました。

ライトアップ（上の写真）のほか、竹

筒や提灯にあかりを入れ、幻想的な雰

囲気を醸し出す演出も。
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平成21年度町会定期総会資料収録

会計報告
  21年度もスポーツ大会・盆踊り大会・

運動会など町会の行事はすべて盛大に、

とどこおりなく終了しました。

21年度の班長のみなさま、ご苦労様

でした。

総会資料を収録しました。スペース

の関係で編集してあります。

平成２１年度上志津原町会会計監査報告

平成２１年度佐倉市上志津原町会会計の監査

結果を下記の通り報告いたします。

記

収入 納入会員数、納入額が正確に把握され納入

状況も良好であった。

支出 各項目の支出状況は適切であった。

   会計支出額と領収書は整合していた。

関係書類 会計簿、領収書等の関係書類は正確・

適切に整理されていた。

平成２２年３月２０日

会計監査 長野紀子 ㊞

会計監査 岩田良子 ㊞

総 会 の 風 景

新町会長挨拶 花束贈呈



平成22年度上志津原町会事業計画

４月 ３日（土）第１回班長会議

（以後毎月原則第１土曜日開催）

４月 ４日（日）定期総会

５月 ９日（日）グランド草刈り

５月１６日（日）スポーツ大会

６月 ６日（日）幹線道路・自治会館清掃

７月２５日（日）やぐら設営

７月３０日・３１日（金・土）

盆踊り大会

７月３１日（土）・はら子ども神輿

８月 １日（日）やぐら解体

８月 ７・８日（土・日）

・ふれあいキャンプ

９月 ５日（日）幹線道路清掃

９月２６日（日）・敬老会

１０月１７日（日）運動会

１１月 ７日（日）自治会館大掃除

１２月 ５日（日）防災訓練

１２月 ５日（日）・餅つき大会

１月１６日（日）新年会

３月２１日（日）会計監査

４月 ３日（日）22年度定期総会

※「・」印は町会共催事業です。
※前号でお知らせした予定のうちふれあ

  いキャンプの日程は変更になりました。

町会新年度の初事業

スポーツ大会
５月１６日（日）午前９時集合

（雨天の場合は２３日（日）に延期します。）

参加を申し込まれた方は忘れずにご参加

ください。楽しくプレーしましょう。

平成21年度町会定期総会資料収録

事業計画・予算
  総会で承認された平成２２年度の事業計

画と予算です。ご協力のほど、よろしく

お願い致します。

平
成
21
年
度

上
志
津
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
業
報
告

（
４
月
４
日
、
町
会
定
期
総
会
で
報
告
）

一
、
市
民
協
働
事
業
に
関
す
る
件

①
参
加
申
請
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
施
策
研
究
会
が
取
材
で
来
原

・
１
／
27
、
県
職
員
２
名
、
市
職
員
１
名
。

③
千
葉
県
地
域
づ
く
り
事
業
発
表
会

 
 

・
２
／
18
、
千
葉
県
自
治
会
館
に
て
県
内
３

団
体
が
発
表
、
は
ら
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
く
ら
ぶ
の
活

動
に
質
問
が
相
次
ぎ
反
響
を
呼
ぶ
。

④
市
民
協
働
事
業
活
動
報
告
会

・
３
／
13
、
音
楽
ホ
ー
ル
に
て
。
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
か
ら
高
い
評
価
を
頂
く
。

⑤
活
動
報
告
特
集
冊
子
発
行

 
 

・
楽
し
い
内
容
、
全
戸
配
布
。

二
、
開
発
・
造
成
・
工
事
関
係

①
㈱
エ
ス
テ
ー
ホ
ー
ム
と
の
会
議

 
 

・
４
／
18
、
ゆ
た
か
苑
前
か
ら
東
邦
住
宅

 
 

に
か
け
て
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
。
具
体
化
す
れ
ば
再
度
説
明
を
要

求
し
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

②
コ
ン
ビ
ニ
の
出
店
計
画

 
 

・
９
／
19
、
住
民
説
明
会
開
催
。

三
、
町
会
か
ら
の
委
託
事
業

①
戸
建
転
入
者
向
け
「
上
志
津
原
案
内
」
改
訂

版
の
作
成
（
６
月
）

②
集
合
住
宅
入
居
者
向
け
「
上
志
津
原
案
内
」

の
作
成
（
９
月
）

四
、
親
と
子
の
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
開
催

 
 

・
３
／
14
、
パ
ソ
コ
ン
部
会
共
催
。
学
校
裏

サ
イ
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
子
供
を

守
ろ
う
と
い
う
主
旨
で
南
志
津
小
学
校
、
教

育
セ
ン
タ
ー
、
市
自
治
人
権
課
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
の
協
力
を
得
る
。
約
50
名
が
参
加
。
好

評
で
、
教
育
関
係
者
か
ら
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
子
供
と
地
域
の
安
心
安
全
の
組
織
づ
く
り

 
 

・
町
会
の
取
り
組
み
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

３
／
20
、
第
１
回
目
の
検
討
会
を
開
催
。

第３５８号             上 志 津 原 た よ り                  （４）



双葉会の会員数と年齢構成

（４月現在）

60歳未満 男１名 女０名
60～64歳 男３名 女１名
65～69歳 男３名 女７名
70～74歳 男３名 女５名
75～79歳 男５名 女８名
80～84歳 男４名 女６名
85～89歳 男２名 女１名
90～94歳 男０名 女２名
内訳 男性21名 女性30名
      合計５１名

子
供
会
か
ら
の
ご
挨
拶

子
供
会
会
長

坂

本

峰

子

私
が
こ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
志
津
原
へ

引
越
し
て
き

て
３
年
が
経

ち
ま
し
た
。

当
初
新
一
年
を
迎
え
る
長
女
が
い
ま
し

た
が
、
知
ら
な
い
地
域
で
不
安
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
子
供
会
で
は
沢
山

の
お
友
達
が
出
来
て
、
ま
た
地
域
活
動
が

と
て
も
盛
ん
な
こ
と
に
本
当
に
安
心
し
て

子
育
て
が
出
来
る
環
境
で
あ
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
日
頃
か
ら
、
町
会
役
員
の
方
々

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
の
良
き
町

づ
く
り
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

少
子
化
と
言
わ
れ
る
世
の
中
で
す
が
、

上
志
津
原
地
区
で
は
年
々
児
童
数
が
増

え
、
子
供
た
ち
の
明
る
く
元
気
な
笑
顔
が

絶
え
な
い
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い
限
り

だ
と
思
い
ま
す
。

（５）                 上 志 津 原 た よ り               第３５８号

子
供
会
で
は
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
も
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
り
、
地
域

の
方
々
や
異
年
齢
の
子
供
達
同
士
交
流
を
深

め
、
心
豊
か
に
思
い
や
り
を
も
っ
た
子
供
達

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
父
親
・
母
親
と
し
て
暖
か
く
お
見

守
り
頂
き
な
が
ら
、
時
に
は
厳
し
く
子
供
達

の
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
子
供
会
育
成
者

坂
本

峰
子 

 

江
崎
恵
美
子

太
田
か
お
り 

 

佐
藤

貴
子

中
野
千
代
子 

 

浪
川

圭
子

増
田
奈
保
子

子
供
会
年
間
行
事
予
定

４
月
25
日
（
日
）
新
一
年
生
歓
迎
会

６
月
６
日
（
日
）
浄
化
作
業

７
月
30
・
31
日
（
金
・
土
）
盆
踊
り

10
月
17
日
（
日
）
上
志
津
原
運
動
会

２
月
21
日
（
月
）
お
別
れ
遠
足
・
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
予
定

３
月
25
日
（
金
）
六
年
生
お
別
れ
会

平
成
22
年
度
双
葉
会
事
業
計
画

平
成
22
年
度
事
業
計
画
を
申
告
致
し

ま
す
。

【
毎
月
】

・
公
園
清
掃

・
月
例
会
兼
清
掃

・
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
み
会

【
そ
の
他
】

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
週
２
回
（
火
、
金
）

・
百
歳
め
ざ
し
て
「
歩
こ
う
会
」

【
主
な
行
事
予
定
】

四
月

双
葉
会
総
会

第
二
支
部
総
会

五
月

市
高
連
総
会

町
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

六
月

第
二
支
部
芸
能
祭

七
月

町
会
盆
お
ど
り
大
会
参
加

八
月

暑
気
払
い

役
員
会

九
月

社
会
奉
仕
の
日
参
加

双
葉
会
創
立
35
周
年
記
念
行
事

十
月

町
会
運
動
会
参
加

 
 
 

第
二
支
部
日
帰
り
旅
行

十
一
月

第
二
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

 
 
 
 

役
員
会

十
二
月

忘
年
会

一
月

祝
杯

役
員
会

二
月

双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行

三
月

花
見
会

役
員
会

会
計
監
査

◎
役
員
会

年
五
回
以
上
行
う
。

◎
市
高
連
、
第
二
支
部
主
催
行
事
に

参
加
し
ま
す
。

双
葉
会
か
ら
の
ご
挨
拶

双
葉
会
会
長

田

上

正

敏

 
 
 

平
成
22
年
度
、

桜
の
開
花
と
共
に

新
年
度
を
迎
え
る

項
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
双
葉
会

創
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

す
。
会
員
一
同
、
お
互
い
に
力
を
合
せ
て
元

気
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

町
会
の
皆
様

方
、
今
年
も
宜

し
く
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま

す
。

みんなでなかよくしましょうね

子供会 新１年生歓迎会を開催
上志津原子供会は４月２５日、原トピアで新１

年生の歓迎会を開き、楽しい１日を過ごしました。

写真でご紹介します。

 
 
 
 

健
康
第
一
に
考
え
て
集
う
、
熟
年
者
同
士
の
気
楽
な
会
で
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
み
会
、
そ

 
 

 
 

 

し
て
本
年
度
よ
り
百
歳
ま
で
め
ざ
し
て
歩
こ
う
会
（
佐
倉
市
名
所
・

旧
跡
め
ぐ
り
は
人
気
で
す
。）
な
ど
、
日
々
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
若
い
方
三
人
が
会
に
入
会
し
て

い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
会
の
皆
様
の
中
で

仲
間
に
入
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

！

双葉会は

青
少
年
相
談
員
に

菊
池
峰
弘
さ
ん
就
任

４
月
１
日
付
け
で
上
志
津
原
在
住
の
菊

地
峰
弘
さ
ん
が
青
少
年
相
談
員
に
任
命
さ

れ
、
４
月
17
日
、
佐
倉
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
で
委
嘱
状
の
交
付
式
が
あ
り

ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
の
任
期
は
三
年
で
、
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。青

少
年
相
談
員
と
は
、昭
和
38
年
10
月

に
つ
く
ら
れ
た
青
少
年
健
全
育
成
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
で
す
。

具
体
的
に
は
、
佐
倉
市
全
域
で
は
ソ
フ

ト
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
交
流
大
会
な
ど
、
志
津

地
区
で
は
夏
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
地
域
の

中
で
青
少
年
育
成
活
動
の
指
導
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

ご
挨
拶

 
 

青
少
年
相
談
員

菊
池
峰
弘

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
４
月
よ
り
青

 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
年
相
談
員
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。

地
域
の
子
供
達
の

心
身
が
健
全
に
育
つ

よ
う
に
、
ま
た
青
少
年
に
近
い
立
場
で
気
軽

に
話
す
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
悩
ん
で
い
る

子
供
達
に
は
大
人
と
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
気
持

ち
で
今
回
縁
あ
っ
て
青
少
年
相
談
員
の
仕
事

を
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
の
事
業
に
は
、
紹
介
の
あ

っ
た
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
キ
ャ
ン

プ
の
ほ
か
に
凧
揚
げ
大
会
や
綱
引
き
大
会
な

ど
を
年
間
行
事
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
地
域
の
皆
様
に
ご
協

力
を
頂
く
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。



会
計
係

 
 
 
 
 
 

長
谷
川
摂
子
（
五
組
）

今
年
度
、
会
計

 
 
 
 
 
 
 
 
 

係
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
す
長
谷
川

で
す
。
役
員
、
町

会
の
皆
様
の
御
協

力
を
頂
な
が
ら
、
一
年
間
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
新
年
会
係

新
館

（
幸
野
）

部
長

小
谷
野
（
七
八
組
）

山
下

（
三
四
組
）

皆
様
の
ご
指
導

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ご
協
力
を
戴
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
な
が
ら
三
人
で

話
し
合
い
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
一

年
間
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
居
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

副
会
長
【
西
区
】

（
街
灯
係
）

 
 
 
 

大
内

眞
伍
（
西
二
組
東
班
）

こ
の
た
び
、
副
会

長
兼
街
灯
係
を
担
当

す
る
事
と
な
り
ま
し

た
大
内
で
す
。
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
順
不
同
、
以
下
次
号
）

広
報
部 

 
 
 
 
 

本
名
（
東
邦
）

部
長

宮
武
（
原
二
）

佐
々
木
（
商
店
街
）

内
田
（
原
一
）

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

町
会
担
当
者
紹
介

編
集
後
記

新
年
度
早
々
に
発
行
す
る
新
チ
ー
ム
発
の
第

一
号
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
や
注
文
が
あ
る
、

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
時
代
の
制

作
は
と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
で
、
一
号
一
号
を
作

っ
て
い
く
の
が
精
一
杯
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
が
、
広
報
部
員
４
名
一
生
懸
命
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 

（
Ｔ
）

■
今
号
掲
載
の
写
真
撮
影

本
名
真
弓

 
 
 
 
 
 
 
 

松
田

肇

ほ
か

■
編
集

町
会
広
報
部

■
印
刷

花
島
印
刷

第３５８号               上 志 津 原 た よ り                  （６）

お
知
ら
せ

転

入

南
地
区

 
 

南
原
１

山

川

芳

己

さ
ん

１
月

 
 

大
和
台

小

川

謙

二

さ
ん

２
月

ご
入
学

ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
学
校
入
学

山
下
妃
瞳
花

さ
ん
（
三
・
四
組
）

山
下
夢
瞳
花

さ
ん
（
三
・
四
組
）

中
学
校
卒
業

渡
辺
絵
里
菜

さ
ん
（
原
一
班
）

 
 

※
前
号
掲
載
分
に
つ
づ
く
追
加
掲
載

分
で
す
。
ま
だ
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お

教
え
く
だ
さ
い
。 

 

（
広
報
部
）

副
会
長
【
東
区
】

（
道
路
係
）

 
 
 
 

見
上 

 

彰
（
八
紘
苑
上
）

今
期
、
副
会
長
と

道
路
係
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
八
紘
苑
上
の
見

上
で
す
。
不
慣
れ
で

す
が
皆
様
の
お
役
に
少
し
で
も
立
て
る
よ
う

一
年
間
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長
【
南
区
】

 
 

（
自
治
会
館
担
当
・
防
犯
指
導
員
）

 
 
 
 
 

鈴
木 

 

稔
（
大
和
台
）

こ
の
た
び
副
会
長
・

自
治
会
館
及
び
防
犯

指
導
員
を
担
当
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
鈴

木
で
す
。
不
慣
れ
で

す
が
皆
様
の
御
協
力

を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

環
境
衛
生
係

玉
城
（
光
ヶ
丘
）

部
長

池
田
（
八
鉱
苑
下
）

小
川
（
二
組
西
班
）

美
し
い
花
々
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 

競
っ
て
咲
い
て
い

る
ふ
れ
あ
い
道
路

の
花
壇
を
見
な
が

ら
の
散
歩
は
心
が

洗
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
も
遊
歩

 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
の
掃
除
、
幹
線

道
路
の
清
掃
を
し

っ
か
り
と
や
ら

な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
街
の
話
題

花とさくらの名所
上志津原へようこそ１ ふ

る
さ
と
創
造
を
め
ざ
す
井
野
長
割
の
会

の
み
な
さ
ん
84
名
が
４
月
10
日
、
上
志
津

の
あ
と
上
志
津
原
を
訪
れ
、
ふ
れ
あ
い
通
り

を
歩
き
、
児
童
公
園
で
お
昼
の
休
憩
を
し
ま

し
た
。
休
憩
後
は
上
志
津
原
在
住
の
講
師
が

上
志
津
原
の
開
拓
の
歴
史
や
現
在
、
ふ
れ
あ

い
通
り
等
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

な
お
、
上
志
津
原
側
で
は
大
内
町
会
長
、

池
田
前
町
会
長
、
中
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
、

行
っ
て
い
る
と
は

最
近
で
は
珍
し
く
、

い
い
で
す
ね
。
そ

し
て
Ｃ
ｏ
Ｃo

く

ら
ぶ
の
活
動
は
す

ば
ら
し
い
。
大
変

参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
交
流
を

喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

藤
谷
自
治
会
館
運

営
委
員
長
が
一
行

を
迎
え
、
休
憩
時
間

に
双
方
の
役
員
が

懇
談
、
藤
谷
さ
ん
が

パ
ソ
コ
ン
で
上
志

津
原
ま
ち
づ
く
り

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
紹
介
し

ま
し
た
。

長
割
の
会
の
方

は
「
上
志
津
原
に
は

こ
ん
な
に
広
い
公

園
や
会
館
が
あ
っ

て
う
ら
や
ま
し
い
。

盆
踊
り
や
運
動
会

を
町
会
が
盛
大
に

今年も上志津原で開催します！

佐倉市としとらん塾（介護予防教室）

日時 ５月27日（木）13;30～15；30

会場 上志津原自治会館（原トピア）

対象 65歳以上の市民の方

心や体がいつまでも若々しくいられるための

学習や体操を行います。６／24、７／22 の３

回シリーズですが１回だけでも可。

<お申込み・お問い合わせ先>

佐倉市志津南部地域包括センター

TeL：０４３－４６０－７７００

Fax：０４３－４６０－７７０１

井
野
長
割
の
会
が
来
原

よ
う
こ
そ
！


